
 

 

 

 

 

 

北海道大学 社会科学実験研究センター 

2024 年度年次活動報告書 

 

 

 

2025 年 6 月 

 

 

 

 

  



1 

 

 北海道大学 社会科学実験研究センター 
2024 年度年次活動報告書(2025 年 6 月) 

 
※センターの沿革などについてはホームページへ移行しました。 
https://lynx.let.hokudai.ac.jp/cerss/ 
 

１．社会科学実験研究センターとは 

（１）センターの理念 

・社会科学における実験研究のための手法の開発と普

及を通して、社会科学の実験科学化を推進する。 

・社会科学における実験研究の本格的導入により、人

間科学と社会科学の双方に対して共通の対話可能

な研究環境を提供する。 

・人間・社会科学における実験研究のための国際実験

ネットワークの構築を進め、世界各国の拠点を結ぶ

国際実験の促進をめざす。 

・実験研究を通して人間科学と社会科学とを結びつけ

るための研究活動を行い、その成果を国際的に発信

することのできる若手人材を育成する。 

（２）センターの主な役割 

・社会科学実験の国際拠点として先端的研究を展開

し、研究成果を国際発信する。 

・社会科学実験の中心として、他大学の研究者との協

力のもと、若手研究者を育成する（博士研究員・リ

サーチャーの受け入れ、ワークショップの開催等）。 

（３）施設概要 

北海道大学人文・社会科学総合教育研究棟 6 階

に、1）集団実験室、2）国際ネットワーク実験室、3）感覚

システム実験室を有している。これらの実験設備は、国

際的にも最高水準の社会科学実験施設である。 

２．2024 年度の活動実績の概要 

（１）施設利用 

実験室での対面実験への参加者数は 2023 年度に

引き続いて回復し、同時にオンライン実験も実施され

ている。 

・実験室稼働総日数：延べ 81 日 

・実験参加者数：1,611 名 (33 プロジェクト) 

 

 

 

 

（２）研究業績 

表 1 2024 年度の研究業績 

(人文・社会科学系教員および院生・研究員に限定。詳細

は「p. 8～15 研究業績一覧」参照) 

著書・分担執筆 

全 11 件 洋書：2 件 和書：9 件 

学術論文 

全 34 件 国際誌：22 件 国内誌：12 件： 

学会発表 

全 64 件 国際学会：24 件 国内学会：40 件 

 

（３）競争的資金獲得 

・科学研究費補助金：34 件、総額 96,110 円（うち人文・

社会系 29 件・32,390 千円） 

・その他の研究助成：22 件、109,284 千円（うち人文・社

会系 9 件・21,084 千円） 

(※分担者に関しては分担額を算入)(詳細は「資料 4

競争的資金獲得状況(p. 5～7)」参照) 

（４）拠点間連携 

 連携研究員との活動を通じて、海外の先端研究拠点

との連携を引き続き推進している。例えば、前センター

長の結城雅樹教授は、オックスフォード大学社会的凝

集性研究センター所長であり、同大学社会人類学科長

でもある Harvey Whitehouse 教授が主導する心理学・

人類学・歴史学の融合を通じて人間行動と文化の進

化・発展を検討する国際共同研究プロジェクト Seshat、

また英国サセックス大学と同国公共放送 BBC Radio 4

による善行に関する多国間比較プロジェクト The 

Kindness Test にコンサルタントとして参画しているほ

か、ブリティッシュコロンビア大学、シカゴ大学を始めと

した世界各地の先端研究拠点との共同研究を進めて

いる。センター長の大沼進教授は、PLOS Climate や

Royal Society Open Science 等の副編集委員長をはじ

め様々な国際誌のエディタを務める香港科技大学社

会科学部 Kim-Pong Tam 教授と、環境行動の国際比

較調査の共同研究を推進している。兼務教員の竹澤

正哲教授は、マンハイム大学データサイエンスセンター

所長 の Jutta Mata 教授とともに、日本学術振興会 二
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国間交流事業（共同研究・セミナー） に採択されたこと

を契機に、文化進化学に関する国際共同研究を開始

した。また 日本学術振興会外国人研究者招へい事業

により招致したクラークソン大学 Andreas Wilke 教授

と、適応的認知についての共同研究をおこなっている。 

 国内の主要拠点との連携も強化している。2021 年度

からは、京都大学情報学研究科教授で、人工知能学

会の業績賞や功績賞、国際知識情報創造システム学

会など国際学会で数々の優秀発表賞を受賞するなど、

マルチエージェントシステム分野ではトップランナーの

伊藤孝行教授を連携研究員に迎え、JST-CREST など

を通じた共同研究を行っている。 

 

（５）若手研究者の支援とその成果 

・日本学術振興会特別研究員： 5 名 (表 2) 

・本センターで研究を行った大学院生の競争的外部資

金獲得：8 件、学術賞：6 件 (表 3)  

表 3 2024 年度に院生および研究員が獲得した学会

賞・学術賞・フェローシップ・研究助成 

氏名 学会賞・学術賞・フェローシップ 

Jason  

Freeman 

Kwok Leung Research Award, International 

Association for Cross Cultural Psychology 

日下部春野 
2024 年度日本社会心理学会若手研究者奨励

賞 

朱一鳴 
Kwok Leung Research Award, International 

Association for Cross Cultural Psychology 

崔青林 
Best Paper Award , The 5th International Work-

shop on Democracy and AI. 

竹西海人 
2024 年度日本社会心理学会若手研究者奨励

賞受賞者 

竹西海人 
日本人間行動進化学会第 17 回大会・若手発表

賞 

松田直祥 北海道大学 EXEX 博士人材フェローシップ 

辻本光英 北海道大学 EXEX 博士人材フェローシップ 

朱一鳴 
日本社会心理学会大学院生・若手研究者海外

学会発表支援制度 

日下部春野 
日本グループ・ダイナミックス学会国際学会発

表支援制度 

朱一鳴 
日本グループ・ダイナミックス学会国際学会発

表支援制度 

Jason  

Freeman 

北海道大学大学院文学院「共生の人文学プロ

ジェクト院生旅費支援」 

朱一鳴 
北海道大学大学院文学院「共生の人文学プロ

ジェクト院生旅費支援」 

小野さくら 
北海道大学大学院文学院「共生の人文学プロ

ジェクト院生旅費支援」 

 

（６）教育活動  

大学院共通授業科目「入門ベイジアンモデリング」を

開講した。 

本学のサマープログラムである Hokkaido Summer 

Institute 2024 (HSI2024)を、世界第一線の環境心理学

者 Kim-Pong Tam 教授（香港科技大学）を招へいして

開催した。これにあわせて、Tam 教授に講演をしてい

ただくとともに、大学院生が研究指導を受けた。 

本センター主催のコロキウム（CERSS コロキウム）を 

6 件(うち 3 件が海外からの研究者)開催した。 

 

３．2024 年度の活動の点検・総括 

（１）4 つの目標別の点検・評価 

① 社会科学実験の国際拠点としての先端研究の展開 

本センターの保有する実験参加者登録システムを用

いたオンライン実験が、堅実に実施されている。実験参

加者数は 2023 年度に続いて増加となり、堅調に増加

している。 

2024 年度に本センターの参加者登録システムや実験

設備のインフラを利用した実験は 33 件実施され、総実

験室稼働日数は年間延べ 81 日、実験参加者総数は

延べ 1,611 名であった。これはコロナ禍以前の 2019 年

度の数字を越えている。実験参加者総数が延べ 1,000

表 2 日本学術振興会特別研究員 

氏名 資格 
受給期間 

(年度) 

研究費 

(千円) 
研究課題名 

水鳥

翔伍 
DC1 

2022～

2024 
800 

協力問題の解決における

他者評価の機能と妥当性

―理論と実証の相互補完

的連携― 

晴木

祐助 
DC1 

2022～

2024 
800 

予測符号化理論による内

受容感覚の生起メカニズ 

ムの理解：非侵襲な方法に

よる実証研究 

貴堂

雄太 
DC1 

2022～

2024 
800 

協力及びその文化差の起

源を探る―文化的集団淘

汰理論に基づく理論・実証

的検討― 

小林

慧 
DC1 

2024〜

2026 
1,300 

複数他者の潜在的知覚・

認知過程の検討による共

感性の解明 

相馬

ゆめ 
DC1 

2024〜

2026 
900 

公共的意思決定における

多元的共通善の検討：除

去土壌問題を題材とした

集団討議実験 
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人以上という規模での実験研究の組織的推進は国内

において類例がなく、国際的にも屈指の規模である。 

 

 ② 社会科学実験分野における有為の若手人材の育

成 

2023 年 2 月に本センターに着任したさきがけ研究者

の小倉有紀子特任助教の研究活動が本格化した。本

センター小倉特任助教は、さきがけ「[社会変革基盤] 

文理融合による人と社会の変革基盤技術の共創」に採

択された当初は東京大学の特別研究員であったが、

研究に専念するため、実験環境が整っている本セン

ターを志願して移籍した。小倉特任助教は「共生の条

件を探る: 価値観の融和はどこまで可能か？」という研

究課題に、実験社会科学と神経科学や情報学の手法

とを組み合わせた真に文理融合の研究に取り組んで

いる。このような日本の将来を背負う若手研究者を迎

え入れられたことは、本センターに魅力的な研究環境

が整っており、有為の人材育成の拠点であることを示

す揺るぎない証左である。 

「若手研究者の支援とその成果」（p.2）にも示したよ

うに、本センターに活動基盤を置く若手研究者が 6 件

の学術賞を得た。また、日本学術振興会の特別研究員

として 5 名が採用され、特別研究員奨励費 5 件に加え

て 8 件の競争的外部資金を獲得した。加えて、2 名が

本学の EXEX 博士人材フェローシップ（JST「 次世代

研究者挑戦的研究プログラム」に北大が採択されてい

るもの）に採用された。この他にも、表 3 に示すように

国内学会は当然のこと、国際学会でも発表賞を博士

研究員や大学院生が受賞するなど、国際的な舞台へ

の活躍の場を拡げている。これらの成果は、本セン

ターが、自立した研究者の育成に向け、若手が早期か

ら主体的な研究活動を行えるための場を提供してきた

ことの表れと言える。 

 これまで本センターで教育指導を受けた若手研究者

は、実験社会科学を担う有為の人材として高く評価さ

れ、国内外の大学や研究機関のポジションを獲得して

きた。2024 年度は、本拠点で教育を受けた若手研究者

がサセックス大学心理学部、脳情報通信融合研究セン

ター(CiNet)に新たなポジションを得た。 

以上のように、本センターでは、「社会科学実験分野

における有為の若手人材の育成」という所期の目標が

着実に達成されている。 

 

③ 国際的にインパクトのある研究成果の発信 

2024 年度には、計 22 本の国際学術論文が掲載もし

くは掲載決定し、24 件の国際学会発表がなされた。本

センター構成員（専任教員・兼務教員及びその指導学

生や雇用ポスドク等）による学術論文は、Scientific 

Reports、PLoS One (総合科学)、BMC Psychology、i-

Perception、Evolutionary Human Sciences (心理学)、

IBRO Neuroscience Reports、Frontiers in Neuroscience 

(脳神経科学)、Frontiers in Behavioral Economics (行

動経済学)、Environmental Management (環境科学), 

Journal of Deliberative Democracy (政治学)など広範な

領域にまたがる第一線の国際学術誌に掲載された。ま

た、本センター構成員による論文は、心理学、経済学、

経営学、社会学、政治学、法学、人類学、情報科学、進

化生物学、動物行動学、社会物理学など、やはり広範

な領域の国際学術誌で多数の引用を受けている。例

えば Altmetric Score で、センター長の大沼進教授と兼

務教員の結城雅樹教授、瀧本彩加准教授、竹澤正哲

教授、河原純一郎教授、小川健二准教授、河西哲子教

授、阿部匡樹教授、小浜祥子准教授の論文が Top 5%

を維持している。また本数では、Top 5%と Top 25％

に、それぞれ 24 本と 25 本、本センターの教員が出版

した論文が入っている。 

図 1 は、本センター構成員による論文の国際学術誌

における被引用回数の推移を示している。本センター

が発足した 2007 年以降、国際業績が着実に増加し、

高止まりの状態にあることがわかる（注：本センターに

は、医歯薬系部局からの兼務教員もいるが人文・社会

科学系の構成員による研究成果のみを掲載している ） 

 図 2 に、院生・ポスドクが第一著者となって出版され

た国際学術論文数の推移を示す。多少の波はあるも

のの、依然として社会科学分野としては国内では傑出

した数を輩出している。 

以上のように、「国際的にインパクトのある研究成果の

発信」という所期の目標に対し、着実に成果を積み重

ねている。 

図 1 国際学術誌における論文被引用数の推移. 
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④ 国内外の研究拠点との連携強化を通じた、人間・社

会科学における実験研究のための国際ネットワーク

の構築 

本センターは、さきがけをはじめ、CREST、国際共同

研究加速基金、基盤 A、環境総合推進費などの研究

資金を獲得しており、社会科学系として傑出した実績

を上げている。このことは、単に資金面だけでなく、国

内外のネットワーク拡張・連携強化とも連動する。すな

わち、これらの競争的資金は共同研究からなっており、

これらのプロジェクトなどを通じて、国内外の主要研究

拠点（英オックスフォード大学認知進化人類学研究

所、同サセックス大学心理学部、同ポーツマス大学心

理学部・比較進化心理学センター、同バーミンガム大

学心理学部、同ロンドン大学ゴールドスミス校心理学

部、独マックスプランク進化人類学研究所、香港科技

大学社会科学部、中国浙江師範大学心理学院、米シ

カゴ大学ビジネススクール、同ウィリアム＆メリー大学

心理学科、京都大学文学研究科・情報学研究科・環境

学堂、東北大学東北アジア研究センター、一橋大学経

営管理研究科、玉川大学脳科学研究所、奈良先端科

学技術大学院大学、高知工科大学マネジメント学部、

早稲田大学基幹工学研究科、生理学研究所生体機能

情報解析室、大阪大学人間科学研究科、産業技術総

合研究所、国立環境研究所、統計数理研究所、総合地

球環境学研究所など）との間に共同研究体制を構築・

拡張している。 

2020 年 1 月 30 日付で日本学術会議が公開した「第

24 期学術の大型研究計画に関する マスタープラン」

（マスタープラン 2020）では、学術大型研究計画（区分

Ⅰ）の一つに「調和ある多様性に向けての新しい心理

学の構築」が採択され、北海道大学もその実施機関に

含まれている。同計画は、マスタープラン 2010、および

文科省「最先端研究基盤事業」の補助対象事業として

も採択された「心の先端研究のための連携拠点

（WISH）構築」事業で積み重ねられた実績を、さらに次

のフェーズへと飛躍させるものであると位置づけられ

ている。WISH 事業では、本センターに対してシーメン

ス社製 3 テスラ MAGNETOM Prisma（施設整備費補

助事業; 3 億円）が導入され、現在も本センターの研究

設備として稼働している。同装置は本学医歯学総合研

究棟に設置され、本センターに所属するメンバーだけ

でなく、医学系から理学系、教育学系に至る全学の研

究者によって幅広く利用されている。本装置の導入を

通じて、学内の部局間に加え、学内外の先端研究拠点

間の壁を超えた研究連携が推進されている。 

 

（２）総括と今後の展望 

以上のように、本センターは、教育および研究活動

を通じて、社会科学実験の国際的中核拠点としての高

い評価を確立してきた。こうした実績は、「社会科学実

験に関する教育研究の進展に資することを目的とす

る」という本センターの設立目的に適うものである。 

さきがけ研究者の特任助教の着任に象徴されるよう

に、本センターは秀逸な若手研究者の集まる拠点であ

ることは明白である。 

このように、本センターは社会科学実験の国際的中

核拠点として、日々の研究教育活動を鋭意展開してい

る。北海道大学の人文社会科学分野における屈指の

先端研究拠点として、社会科学実験の国際的進展と

普及に努めつつ、来るべき「人間・社会科学統合」に向

けて世界的役割を果たしていくことが、本センターの今

後の重要なミッションである。

  

図 2 院生・PD が第一著者として公刊した国際学

術論文数の推移 



資料 1 CERSS コロキウム、共催ワークショップ学

術セミナー等 

日付 タイトル 講演者 

CERSS コロキウム 

2024/ 
6/13 

人の身体・動きの魅力とは何

か？−生体工学・認知科学

的アプローチによる探求− 

田辺弘子(北海道大学

大学院文学研究院心

理学研究室・准教授) 

2024/ 
8/8 

Global Norm of Government 
Climate Action and Public 
Support for Domestic Climate 
Policies 

Kim-Pong Tam 
(Division of Social 
Science, The Hong 
Kong University of 
Science and 
Technology, Professor) 

2024/ 
9/4 

子どもの主観的経験とその

構造 

森口佑介先生(京都大

学大学院文学研究科・

准教授) 

2025/ 
2/19 

世代間利他主義と世代間衡

平性：排出ギャップの源泉 

赤尾健一 (早稲田大学

社会科学総合学術院・

教授) 

2025/ 
2/26 

Application of Behavioral and 
Communication Theories for 
Well-being: Insights from 
Thailand 

Sukanya Sereenonchai 
(Chair of B.Sc. Program 
in Environmental 
Science and Technology 
/ Associate Professor) 
Noppol Arunrat (Deputy 
Dean for Research and 
Academic Services / 
Associate Professor) 

2025/3/3

Social Capital: Experimental 
validation of survey measures 
using a cross-societal 
approach 

Stein Østbye (UiT The 
Arctic University of 
Norway, Tromsø / 
Professor) 

 
資料 2 学外研究機関との共同研究による施設利用

実績 
2024 年度に本センターの参加者登録システムや実

験設備のインフラを利用した実験は 33 件実施され、

総実験室稼働日数は年間延べ 81 日、実験参加者総

数は延べ 1,611 名であった。 
 さらに、2014 年度より利用を開始した磁気共鳴画像

装置(MRI)の 2024 年度稼働日数は 193 日、実験参加

者総数は 260 名であった。 
 
資料 3 アウトリーチ活動 

日付 タイトル 実施者 

2024/ 
9/29 

新時代を迎えた認知症診療と今後の

展望 (ベネッセの認知症タウンミー

ティング基調講演) 
矢部一郎 

2024/
10/25 

「私」の行為に潜む「他者」の影響 (ア
カデミックファンタジスタ 2024 (札幌

南高校)) 
阿部匡樹 

2024/
11/6 

「私」の行為に潜む「他者」の影響 (学
部学科説明会（札幌東高校）) 

阿部匡樹 

2024/
11/6 

脳が世界をどう作るか？ 知覚心理

学で探る視覚と錯覚と『現実』の関係 
金子沙永 

2024/ 
11/9 

高齢者介護組織の経営 
—資源，活動，価値基準のパッケー

ジ— (社会福祉法人北海長正会 法
人幹部職員研修) 

深山誠也 

2024/
11/13 

「私」の行為に潜む「他者」の影響 (ア
カデミックファンタジスタ 2024 (札幌

国際情報高校)) 
阿部匡樹 

2024/
11/14 

研究者って何やってるの？どうやっ

たらなれるの？ (職業体験(北辰中学

校)) 
阿部匡樹 

2024/
11/19 

脊髄小脳変性症～多系統萎縮症と

遺伝性脊髄小脳変性症の基礎知識  
矢部一郎 

 

資料 4 競争的資金獲得状況の詳細 

文部科学省科学研究費（代表） 
(社会科学実験研究センター教員が代表を務める研究につい

て、2024 年度に交付された直接経費の金額) 
資金名 期間(年度) 代表者(他・分担者数) 

研究課題 金額 
(千円) 

基盤研究 (S) 
2024〜
2028 

田中真樹 

小脳を起点とした大脳機能連関による行動戦

略のアップデート機構の解明 
47,000 

基盤研究 (A) 
2020～
2024 

宮内泰介、他 12 名 

多層的で動的なプロセスとしてのコミュニ

ティ：実践論的アプローチによる研究 
5,800 

基盤研究 (A) 
2022～
2025 

高橋伸幸、他 4 名 

一般交換において用いられる評判情報を作り

だす情報統合過程の理論的・実証的検討  
9,300 

基盤研究(B) 
2024〜
2027 

小川健二 

感覚運動皮質における層別情報表現の解読

による能動的推論仮説の検証 
3,000 

基盤研究 (B) 
2022〜
2026 

大沼進、他 3 名 

分断を乗り越えた共通善を目指す合意形成過

程：功利主義 vs 多元的公正の超克 
2,600 

基盤研究 (B) 
2022〜
2026 

瀧本彩加 

共同養育とその心理基盤に関する比較認知発

達科学的研究 
1,900 

基盤研究 (B) 
2023〜
2025 

矢部一郎 

Bassoon proteinopathy 病態に関する継続的研

究 
5,300 

基盤研究 (B) 
2022〜
2027 

結城雅樹、他 3 名 

高関係流動性下の自己奉仕性と向社会性の

パラドクスーポジティブ評判期待の役割 
3,200 

基盤研究 (C) 
2023〜
2025 

阿部匡樹、ほか 1 名 

最適化か、社会性か：共同行為における潜在

的組織化の解明 
1,400 

基盤研究 (C) 
2024〜
2026 

深山誠也 

高齢者介護組織の組織能力パッケージの動態

的解明 
910 

挑戦的研究(萌芽) 
2022〜
2024 

小川健二 

脳状態可視化に基づく内受容注意モニタリン

グシステム開発とマインドフルネスへの応用 
1,950 
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挑戦的研究(萌芽) 
2022〜
2024 

尾崎一郎 

法言語の美的洗練による応答性の向上—計

量言語分析と社会心理実験による検証— 
900 

若手研究 
2021～
2024  

小倉有紀子 

柔軟な社会情報利用戦略の神経基盤 1,430 

 
文部科学省科学研究費（分担） 
(社会科学実験研究センター教員が分担者を務める研究につ

いて、2024 年度に配分された分担額) 
資金名 期間(年度) 分担者 
研究課題 金額 (千円) 

国際共同研究加速

基金（海外連携研

究） 

2023～
2025 

金子沙永(代表：四本

裕子、他 1 名) 

時間感覚知覚の神経機序の検証と理論に

基づく時間感覚操作法の確立 
2,300 

基盤研究 (A) 
2023〜
2026 

金子沙永、小川健二

(代表：高橋庸介、他 1
名) 

知覚像はどこまで自由に操れるのか：知覚

像制御の心的過程と脳内基盤の解明 
800 

基盤研究(A) 
2024〜
2027 

金子沙永(代表：栗木

一郎、他 6 名) 
脳活動および知覚の個人差に基づく脳内色

情報表現の研究 
500 

基盤研究 (A) 
2022～
2026 

小浜祥子 (代表：多胡

淳、他 5 名) 
国際関係をめぐる不満の国際比較実証研

究 
700 

基盤研究(A) 
2023～
2026 

小浜祥子(代表：鈴木

基史、他 6 名) 
分断する国際政治における国際協調とガバ

ナンスの政治経済分析 
900 

基盤研究 (A) 
2022～
2025 

小浜祥子(代表：久保

文明、他 22 名) 
現代アメリカにおける政治的地殻変動：政党

再編と政策的収斂 
170 

基盤研究 (A) 
2024〜
2028 

河原純一郎(代表：山

口真美、他 3 名) 
顔認知のエキスパート化に顔学習環境が及

ぼす影響の実験的検討 
300 

基盤研究(A) 
2022〜
2025 

瀧本彩加(代表：高橋

伸幸、他 3 名) 
一般交換において用いられる評判情報を作

り出す情報統合過程の理論的・実証的検討 
1,000 

基盤研究(B) 
2022〜
2025 

小濱祥子(代表：清水

直樹、他 4 名) 
選挙対策としての政策変更：選挙の存在が

政策に及ぼす影響の包括的分析研究課題 
400 

基盤研究 (B) 
2022〜
2024 

宮内泰介(代表：菅

豊、他 9 名) 
ヴァナキュラー概念を用いた文化研究の視

座の構築―民俗学的転回のために― 
200 

基盤研究 (B) 
2021〜
2024 

大沼進(代表：安藤香

織、他 2 名) 
多元的無知が環境配慮行動を阻害するプ

ロセスの解明－国際比較調査・実験による

検討 
150 

基盤研究 (B) 
2022〜
2024 

大沼進(代表：鈴木研

悟、他 2 名) 
AI と人間のゲームプレイを統合するエネル

ギー政策評価法の提案 
200 

基盤研究 (B) 
2021〜
2024 

矢部一郎(代表：野田

航介、他 2 名) 
加齢黄斑変性におけるセリン/スレオニンキ

ナーゼ LRRK2 の病態意義解明 
100 

基盤研究 (C) 
2023〜
2025 

深山誠也(代表：平本

健太) 
政策形成と組織間関係－新・政策の窓モデ

ルによる実証研究 
500 

基盤研究(C) 
2023〜
2025 

河原純一郎(代表：大

杉尚之) 
「ホスピタリティ」を感じさせる身体動作のパ

ラメータ推定 
200 

基盤研究(C) 
2024〜
2027 

小川健二(代表：柴田

寛) 
運動と感覚の強度に関する言語刺激を量的

シミュレーションで理解する脳内基盤の解明 
150 

基盤研究 (C) 
2021〜
2024 

大沼進(代表：水田恵

三、他 1 名) 
なぜ戻り、どのように復興しようとしているの

か―原発被害者の帰住に関する研究― 
50 

基盤研究(C) 
2023～
2026 

河原純一郎(代表：大

杉尚之) 
「ホスピタリティ」を感じさせる身体動作のパ

ラメータ推定 
200 

基盤研究 (C) 
2022〜 
2025 

矢部一郎(代表：饗場

郁子、他 10 名) 
パーキンソニズムを呈する神経変性疾患に

おけるサルコペニア・骨粗鬆症と予後の関連 
100 

基盤研究(C) 
2024〜 
2026 

矢部一郎 (代表：山田

崇弘、他 4 名) 
医療資源の少ない遠隔地におけるゲノム医

療展開に関わる課題抽出と解決戦略の解明 
200 

挑戦的研究(開拓) 
2021～202
4 

高橋泰城 (代表：松井

知子、他 5 名) 
統計・機械学習による異分野相関を俯瞰す

る方法論の確立 
500 

 
文部科学省科学研究費を除く研究助成 
社会科学実験研究センター教員が代表及び分担者を務める研

究について、2024 年度に交付・配分された金額） 

資金名 
期間 
(年度) 

代表者・ 
分担者 

研究課題 金額(千円) 

環境省(環境再生保全機構) 
環境総合推進費 

2022～
2024 

大沼進、 
他 1 名 

県外最終処分・周辺地域の将来デザイン利

用に向けた社会受容性評価と合意形成フ

レームワークに関する研究 
県外最終処分等に関わる多元的公正の整

理および実験的評価 

7,000 

国立研究開発法人科学技術振

興機構  戦略的創造研究推進事

業(JST CREST) 

2020〜
2025 

大沼進(代
表：伊藤孝

行、他 3 名) 
ハイパーデモクラシー：ソーシャルマルチ

エージェントに基づく大規模合意形成プラッ

トフォームの実現 
8,000 
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環境省（環境再生保全機構） 環
境研究総合推進費 

2021〜
2025 

大沼進(代
表：大迫政

浩、他 9 名) 
3R プラスと海洋プラスチック排出抑制対策

に係る評価システムの構築 
1,533 

内閣府戦略的イノベーション創

造プログラム「サーキュラーエコ

ノミーシステムの構築」 

2023～
2027 

大沼進(代
表：浅利美

鈴) 
プラスチックの適切な資源循環システム構

築に向けた消費者等の行動変容に係る実

践的研究 
1,800 

原子力発電環境整備機構「地層

処分事業に係る社会的側面に関

する研究支援事業 III」 

2024〜
2026 

大沼進(代
表：野波寛、

他 1 名) 
当事者・非当事者の相互作用が両者の意思

決定プロセスに影響を及ぼすスパイラル・ア

プローチの提起 
1,951 

JST 戦略的創造研究推進事業

(さきがけ) 
2022〜
2025 

小倉有紀子 

共生の条件を探る：価値観の融和はどこま

で可能か？ 
6,306 

北海道大学 総合イノベーション

創発機構 研究人材育成推進室

（L-Station)次世代研究者リー

ダー育成共同研究助成 

2024 小倉有紀子 

生成 AI とのコミュニケーションを通じた意

見変容のメカニズムを探る 
500 

JST 戦略的創造研究推進事業 
CREST 

2023〜
2028 

田中真樹 

感覚入力の周期性が生み出す脳機能の理

解とその操作 
46,100 

北海道大学 総合イノベーション

創発機構 研究人材育成推進室

（L-Station)次世代研究者リー

ダー育成共同研究助成 

2024 
瀧本彩加、

他 2 名 

飼育下のアジアゾウにおける音声コミュニ

ケーションの機能と発達 
500 

TOPPAN ホールディングス株式

会社 産業創出講座 認知症包

括研究部門 

2023〜
2027 

矢部一郎 

測定デバイスを用いた認知症の早期診断お

よび評価法に関する探索的研究、及びエク

ソソームを用いたアルツハイマー病の早期

診断技術の研究 

22,000 

国立研究開発法人日本医療研

究開発機構 認知症研究開発事

業 

2023〜
2025 

矢部一郎(代
表：関島良

樹) 
病的バリアントを有する遺伝性認知症を対

象としたコホート構築による病態解明、バイ

オマーカー開発、治験促進 
1,500 

国立研究開発法人日本医療研

究開発機構 認知症研究開発事

業 

2024〜
2028 

矢部一郎(代
表：岩坪威) 

アルツハイマー病疾患修飾薬全国臨床レジ

ストリの構築と解析 
1,000 

国立研究開発法人日本医療研

究開発機構 臨床研究・治験推

進研究事業 

2024〜
2027 

矢部一郎(代
表：勝野雅

央) 
アルツハイマー病早期診断のための細胞外

小胞デジタル検出法開発 
1,500 

国立研究開発法人日本医療研

究開発機構 難治性疾患実用化

研究事業 

2023～
2025 

矢部一郎(代
表：塩田倫

史) 
CAG/CTG リピート伸長病における DNA 標

的治療薬の開発 
2,000 

国立研究開発法人日本医療研

究開発機構 難治性疾患実用化

研究事業 

2022～
2024 

矢部一郎(代
表：矢口裕

章) 
超希少難治性疾患である免疫介在性小脳

性運動失調症の疾患レジストリ構築および

治療法確立を目的としたエビデンス創出研

究 

800 

厚生労働行政推進調査事業費

補助金（難治性疾患政策研究事

業） 

2023～
2025 

矢部一郎(代
表：久留聡) 

スモンに関する調査研究 200 
厚生労働行政推進調査事業費

補助金（難治性疾患政策研究事

業） 

2024～
2025 

矢部一郎(代
表：山田正

仁) 

プリオン病のサーベイランスと感染予防に関

する調査研究 
1,000 

国立研究開発法人日本医療研

究開発機構 認知症研究開発事

業 

2024〜
2026 

矢部一郎(代
表：湯山耕

平) 

血液中細胞外小胞分子デジタル検出技術

を利用したアルツハイマー病バイオマーカー

診療法の開発研究 
10,000 

厚生労働科学研究費補助金（障

害者政策総合研究事業） 
2022～
2024 

矢部一郎(代
表：阿部康

二) 
「筋痛性脳脊髄炎/慢性疲労症候群」

（ME/CFS）の実態調査および客観的診断法

の確立に関する研究 
600 

厚生労働科学研究費補助金（難

治性疾患政策研究事業） 
2023～
2025 

矢部一郎(代
表：小野寺

理) 
運動失調症の医療水準、患者 QOL の向上

に資する研究班 
700 

厚生労働科学研究費補助金（難

治性疾患政策研究事業） 
2023～
2025 

矢部一郎(代
表：戸田達

史) 
神経変性疾患領域における難病の医療水

準の向上や患者の QOL 向上に資する研究 
800 
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2024 年度研究業績一覧 

【著書・分担執筆（洋書）】 
Cui, Q., Shibata, Y., Hara, T., Souma, Y., Tsujimoto, M., Ito, T., 

and Ohnuma, S. (2025). Utterance Analysis of Discussions 
Structure and Discourse Quality: A Case of Removed Soils in 
Fukushima Prefecture, Japan. In Yin, W., Ahn, J. J., Zhang, 
R., Huang, L., Hadfi, R., Ito, T., Ohnuma, S., & Shiramatsu, 
S. (Eds.) Artificial Intelligence for Research and Democracy. 
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けるポイ捨て抑止のためのアクションリサーチ：パ
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(2024). A case of genetic counseling involving a 
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社会科学実験研究センター・センター長 

田中真樹 医学研究院・教授、 
社会科学実験研究センター・副センター長 

宮内泰介 文学研究院・教授 
尾崎一郎 法学研究科附属高等法政教育研究セン

ター・教授 
五十嵐洋介 公共政策大学院・准教授 
深山誠也 経済学研究院・准教授 
小浜祥子 公共政策学連携研究部・准教授 
矢部一郎 医学研究院・教授 
結城雅樹 文学研究院・教授 
高橋泰城 文学研究院・准教授 
高橋伸幸 文学研究院・教授 
竹澤正哲 文学研究院・教授 
小川健二 文学研究院・准教授 
瀧本彩加 文学研究院・准教授 
河原純一郎 文学研究院・教授 
金子沙永 文学研究院・准教授 
河西哲子 教育学研究院・教授 
阿部匡樹 教育学研究院・教授 
中島晃 文学研究院・助教 

 

（3）連携研究員一覧 

坂上雅道 玉川大学脳科学研究所、 
大学院脳科学研究科・教授 

亀田達也 明治学院大学 情報物理学部・教授 

増田貴彦 アルバータ大学・教授 

Harvey 

Whitehouse 
オックスフォード大学・教授 

Kim-Pong Tam 香港科技大学・教授 

仲真紀子 理化学研究所・理事 

伊藤孝行 京都大学大学院情報学研究科・教授 

松尾睦 青山学院大学経営学部・教授 

 

（4）運営委員会委員一覧 

大沼進 文学研究院・教授、 
社会科学実験研究センター・センター長 

田中真樹 医学研究院・教授 
社会科学実験研究センター・副センター長 

増田哲子 メディア・コミュニケーション研究院・准教授 
伊藤崇 教育学研究院・准教授 
多留偉功 薬学研究院・准教授 
服部 倫卓 スラブ・ユーラシア研究センター・教授 
河原純一郎 文学研究院・教授 
尾崎一郎 法学研究科・教授 
河西哲子 教育学研究院・教授 
五十嵐洋介 公共政策大学院・准教授 

 

（5）研究倫理委員会委員一覧 

高橋伸幸 文学研究院・教授 
阿部匡樹 教育学研究院・教授 
松尾睦 青山学院大学経営学部・教授 
石井敬子 名古屋大学情報学研究科・教授 
河合正人 北方生物圏フィールド科学センター・准

教授 

 

（6）質保証委員会委員一覧 

大沼進 文学研究院・教授、 
社会科学実験研究センター長 

結城雅樹 文学研究院・教授 
石井敬子 名古屋大学情報学研究科・教授 

（外部委員） 
泉澤成実 文学事務部事務長 
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